
＜大宮町区長協議会役員＞

会 長 川口 勝彦（奥大野区）

副会長 西村 忍（河 辺 区）
会 計 西村誠志郎（口大野区）
監 事 糸井 正彦（三 重 区）

監 事 矢野 義隆（延 利 区）

大
宮
町
の
奥
大
野
、
上

常
吉
、
下
常
吉
、
谷
内
、

三
坂
の
５
地
区
お
よ
び
各

地
区
の
公
民
館
や
村
づ
く

り
委
員
会
な
ど
の
各
種
団

体
で
構
成
す
る
大
宮
南
地

域
里
力
再
生
協
議
会
の
取

り
組
み
が
、
こ
の
た
び
農

林
水
産
省
の
発
行
す
る

「
農
村
集
落
活
性
化
支
援

事
業
事
例
集
」
に
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
人
口
減

少
や
高
齢
化
の
速
度
が
都

市
部
よ
り
進
行
し
、
集
落

機
能
の
維
持
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
農
村
地
域
が

地
域
全
体
の
存
続
を
図
る

た
め
に
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
し
た
り
、
集
落
間
の

連
携
に
よ
っ
て
お
互
い
の

労
働
力
不
足
な
ど
を
補
完

す
る
た
め
の
取
り
組
み
を

支
援
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。農

家
戸
数
の
減
少
や
高

齢
化
な
ど
に
よ
り
、
離
農

や
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し

た
り
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る

被
害
が
深
刻
化
し
て
い
る

な
ど
の
地
域
の
抱
え
る
課

題
を
解
決
す
る
た
め
の
具

体
的
な
活
動
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

同
協
議
会
会
長
の
川
口

勝
彦
さ
ん
は
、
「
地
域
で

積
み
重
ね
て
き
た
こ
れ
ま

で
の
活
動
が
全
国
レ
ベ
ル

で
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
喜

ば
し
い
こ
と
。
こ
れ
か
ら

も
最
先
端
の
田
舎
を
目
指

し
て
頑
張
り
た
い
」
と
喜

び
の
言
葉
と
今
後
の
抱
負

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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大
宮
町
の
人
口

年 齢 R3.3末（前月比）

0歳～14歳 1,302人（ －6 ）

15歳～64歳 5,752人（ －25 ）

65歳～ 3,036人（ ＋2 ）

合 計 10,090人（ －29 ）

市HP内掲載記事へ

大
宮
南
地
域
里
力
再
生
協
議
会

農
林
水
産
省
事
例
集
へ
取
り
組
み
掲
載

大宮町五十河地区から宮津市上世

屋地区にまたがる丹後上世屋内山地

域には、府内有数のブナを中心とし

た自然林が広がっており、京都府の

自然環境保全地域に指定されていま

す。ブナ林は豊富な下生えの植物な

どを育むことから、自然がどれだけ

残っているかを計るバロメーターと

もいわれています。また、ブナは通

令和３年度 各地区 新区長のみなさん

地 区 名 区 長 名 地 区 名 区 長 名

口大野 西村誠志郎 五十河 田上 栄一

奥大野 川口 勝彦 延 利 矢野 義隆

上常吉 山口 宏幸 久 住 水口 進

下常吉 鈴木 和彦 明 田 由利 守

三 重 糸井 正彦 新 宮 井上 和徳

森 本 河嶋 英一 周 枳 中西真一郎

谷 内 本城 昌彦 河 辺 西村 忍

三 坂 奥﨑 英明 善王寺 池田 恒夫

今年度の大宮町内１６地区の区長さんが各地

区総会等で決定されましたのでお知らせします。

地域の発展・振興・活性化のため、多岐にわた

りご尽力いただきます。よろしくお願いします。

（敬称略）

大宮南地域ロゴマーク

喜びを語る川口会長

内山ブナ林
新 緑 の
内山ブナ林

新緑が見ごろを迎えています

常標高600ｍ以上

で育つといわれて

いますが、内山の

ブナは標高400ｍ

付近から始まって

いるので、気軽に

ブナ林を楽しむこ

とができます。

新緑のブナ林を

満喫してみてはい

かがでしょう。


